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全国の不登校児童生徒数の推移

35万3970人
（前年度＋7488人）

昨年度＋4万7434人



岩手県の不登校児童生徒数の推移

2,685人
（前年度＋226人）

1754人（＋138人）

931人（＋88人） 昨年度＋454人



盛岡市の不登校児童生徒数の推移

〈中学校〉
444人（＋85人）
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盛岡市の不登校児童生徒数の推移

小学校 中学校

〈小学校〉
259人（＋24人）

昨年度＋103人

昨年度＋41人

703人
（前年度＋109人）



盛岡市の学校教育



学校風土の「見える化」とは

◎学校の風土の「見える化」を通して、学校を「みんな
が安心して学べる」場所にします。

（令和５年３月「COCOLOプラン」文部科学省）

• 学校で過ごす時間の中で最も長い「授業」を改善

• いじめ等の問題行動に対しては毅然とした対応を徹底

• 児童生徒が主体的に参加した校則等の見直しの推進

• 快適で温かみのある学校としての環境整備

• 障害や国籍言語等の違いに 関わらず、色々な個性や意見を認め
合う共生社会を学ぶ場に



「校内教育支援センター」とは

〈文部科学省〉

• 学校に行けるけれど自分のクラスに入れない時や、少し気持ちを落ち着
かせてリラックスしたい時に利用できる、学校内の空き教室等を活用し
た部屋のことです。児童生徒のペースに合わせて相談に乗ってくれたり
学習のサポートをしてくれたりします。
（「誰一人取り残さない学びの保障に向けた不登校対策 COCOLOプラン」 P12 『関連の用語』より）

〈盛岡市教育委員会〉

• 不登校児童生徒等の支援のため、学習・生活環境や支援体制が整ってお
り、常時又は適宜開室している「教室以外の場所」、又は、保健室等、
本来は別の用途がある場所において、教職員等から受容・共感を中心と
した支援が受けられる「ひと休みの場所」として、校内において共通認
識されている部屋を「校内教育支援センター」と捉えます。



課題予防的生徒指導



令和７年度の研究内容

盛岡市の学校教育

「誰一人取り残さない教育の推進」

令和７年度の研究内容
１．市内小・中学校における「不登校予防の取組」について
２．市内小・中学校における「校内教育支援センターの現状」について
３．年間１５０日以上欠席の児童生徒への効果的支援の事例について

学校アンケート調査
（６月調査：悉皆）

学校訪問調査
（アウトリーチ型支援）

学校風土の「見える化」
「校内教育支援センター」の充実

中学生アンケート調査
（10月調査：抽出）

文科省の生徒指導提要

「課題解決的生徒指導」
〇「課題予防的生徒指導」
「発達支持的生徒指導」

重
点



学校アンケート調査の結果

•内容…①「不登校予防の取組」について

②「校内教育支援センターの現状」について

③「150日以上欠席の児童生徒への効果的な支援」について

•対象…市内小・中学校（小学校40校、中学校22校）

•時期…６月～７月

•方法…質問紙



不登校増加に係る学校要因

A．「教員の指導や態度」に関する要因

B．「授業の進め方」に関する要因

C．「学年の学習内容」に関する要因

D．「授業時間や時数」に関する要因

E．「学校生活」に関する要因

F．「学校行事」に関する要因

G．「部活動等」に関する要因



不登校の学校要因（小学校）

15

9

14

0

9
10

0
0

5

10

15

20

25

A B C D E F G

学
校
数
（
校
）

小学校（28／40校）

A教師の指導や態
度に関する要因

C学年の学習内容
に関する要因

７０％



2

1

8

1 1

4

3

0

5

10

A B C D E F G

学
校
数
（
校
）

中学校（12／22校）

不登校の学校要因（中学校）

C学年の学習内容
に関する要因

５５％



学校の不登校予防の取組

（１）教師対応（指導、態度、接し方、感じ取り方等）

（２）学級経営（差別・いじめ、きまり・ルール、言葉・礼節、やさしさ、個性等）

（３）授業改善（分かる・できる、個別最適・協働的、ICT活用、主体性、学習規律等）

（４）学校運営（いじめ防止、不登校対策方針、校内教育支援センター、アンケート、教員研修等）

（５）組織体制（情報共有、ケース会議、役割分担、保健室連携、SC・SSW等）

（６）家庭連携（信頼関係、電話・訪問、教育相談、関係機関、家庭ルール等）



不登校予防の取組(1)「教師対応」
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不登校予防の取組(2)「学級経営」

⑥差別や偏見、いじめ
のない学級づくり

（やや中学校が多い）

⑨他者への思いやりとや
さしさのある学級づくり
（やや小学校が多い）

⑧言葉や礼節を大切
にする学級づくり

⑦きまりや規律、ルー
ルを守る学級づくり



不登校予防の取組(3)「授業改善」
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⑪分かる、できる、
楽しい授業づくり

⑫個別最適で協働的な
学びのある授業づくり
（小学校が多い）

⑬ICTを積極的に活用
した授業づくり
（中学校が多い）

⑮学習規律を徹底
した授業づくり



不登校予防の取組(4)「学校運営」
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学校運営

小学校 中学校

⑯いじめ防止の徹底
⑱校内教育支援センターの運営
⑲定期的なアンケートの実施

（中学校が多い）

⑳教員研修の充実



不登校予防の取組(5)「組織体制」
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組織体制

小学校 中学校

㉑会議等による定
期的な情報共有

㉒迅速なケース会議の開催
（小学校が多い）

㉕SCやSSWとの
相談体制の整備
（中学校が多い）



不登校予防の取組(6)「家庭連携」
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家庭連携
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㉖日常的な保護者と
の信頼関係の構築

㉗欠席に伴う電話連絡
や家庭訪問の実施

㉚家庭におけるルール（ス
マホ・ゲーム）の徹底



不登校予防の課題
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不登校予防の学校体制の工夫

(１) 学年担任制（チーム担任制、複数担任制）
• 学年（学団）の複数の教員でチームを作り、一定期間ずつ交代しながら異なる学級を担
任する。

(２) 教科担任制（小学校のみ）
• 担任外の専科教員や担任同士の交換授業によって、教科を分担して指導する。

(３) 単年度型学級編成
• 通常、小学校では２年ごとに中学校では２年時に行われていた学級編成を毎年実施する。

(４) 授業時間の短縮
• 通常、小学校４５分、中学校５０分の授業時間を、４０分と４５分に短縮して行う。

(５) 週授業時数の削減
• 週授業時数を削減して、意図的にゆとりのある曜日をつくる。



学校体制の工夫(1)「学年担任制」
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学校体制の工夫(2)「教科担任制」
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学校体制の工夫(3)「単年度型学級編成」
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学校体制の工夫(4)「授業時間の短縮」
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学校体制の工夫(5)「週授業時数の削減」
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校内教育支援センターの設置（６月末現在）
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は100％で、ほと
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中学校（22校）

設置している利用有 設置している利用無

設置していない予定有 設置していない予定無



校内教育支援センターの利用者（６月末現在）
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校内教育支援センターの学習保障
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校内教育支援センターの自立活動
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校内教育支援センターの周知
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150日以上欠席の児童生徒への効果的な支援

小学校の対応 point 中学校の対応

・継続的な電話連絡 所在確認と
関係維持

・継続的な電話連絡

・定期的な家庭訪問 ・定期的な家庭訪問

・声掛け、会話、誘い 適度（適切）な
登校刺激

・声掛け、会話、誘い

・行事への参加（見学等） ・進学に関する指導

・教育相談及び面談 保護者支援と
関係者連携

・教育相談及び面談

・SCやSSWとの連携 ・ひろばモリーオとの連携

・多様な登校の仕方 柔軟な学校対応 ・校内教育支援センターの利用



中学生アンケート調査の結果

•内容…「学校生活に関する意識」について

•対象…市内中学校１年生１５４名（抽出）

•時期…１０月

•方法…質問紙



アンケート内容

• 学校生活は楽しいですか。

• 特に学校生活のどんなところが楽しい（楽しくない）ですか。

• 学校生活の中に自分の好きなことや得意なことはありますか。

• 学校生活で、自分がやりたくないこと（苦手なことや不得意な
ことなど）もがんばっていますか。

• 学校生活で困っていること（心配や悩み事）はありますか。

• あなたには何か困ったときに相談できる人はいますか。

• 相談できる人とは誰ですか。

• あなたは、小学校から今までに、学校に行きたくないと思った
ことはありますか。（病気やけがの場合は除きます）

• 行きたくないと思った理由は何ですか。

• それでも休まずに学校に来られたのは、どんな考えや支えが
あったからだと思いますか。



学校生活は楽しいか
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学校生活の楽しいところはどこか
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学校生活で困っていることはあるか
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困ったときに相談できる人はいるか
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学校に行きたくないと思ったことはあるか
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肯定的回答
９４名

（６１％）
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学校に行きたくないと思った理由は何か
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学校に来ることができたのはどうしてか
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まとめ

学校風土の見える化 課題予防的生徒指導

不登校予防の取組

校内教育支援センターの運営

中学生の学校生活に関する意識

学校における不登校対策

150日以上欠席の児童生徒への支援



おわりに

学校要因 本人要因 家庭要因

不登校予防対策 関係機関の連携

社会や家庭の考え方や価値観の変化に対応した学校教育の工夫・改善

校内教育支援
センターの運営

授業や集団生活

児童生徒を主語にした学校・学級・授業づくり

不
登
校
対
策



ご清聴ありがとうございました。

アンケートや訪問等のご協力に感謝いたします。

今回の研究が不登校対策の一助になれば幸いです。


